
（話し方の例）※未来人になったつもりで現代を語る。 
 
「わー！○○○だ！懐かしいな～！昔はこんな風だったんだ
ね。今は○○○になっているのに…」 
（今の当たり前が、未来では過去のモノになっているかも…） 

 

  川根地域公共交通ワークショップ 開催レポート 

令和７年８月１９日 ＠川根地区センターちゃくら 研修室 

川根地域の将来の公共交通について考えるワーク

ショップの第３回を開催しました。 

第３回ワークショップのゴールと方向性（市からの説明） 

ワークショップの参加者が根本的に解決

すべき課題を見つけ納得するとともに、持続

可能であり未来的な発想に基づいたワーク

ショップを行うために【未来人になる（でき

ないを考えない）】をテーマに、ワークショッ

プを行いました。 

ウォーミングアップ【未来人になる】（未来的な発想） 

数十年前に『100 年後の未来図』と

して扱われた空想世界も、100 年も経

たないうちに、今では現実になって

いる事例の紹介を行い、『今の知識や

科学では解決できない課題でも、未

来人になら解決できる。』ことを実感

し、未来的発想になじむウォーミン

グアップを行いました。 

ウォーミングアップ 

第３回 

※1961 年に「空想科学小説家」が考えた 100 年後の未来の図 

（出典）「たのしい四年生」1961 年 1 月号口絵  伊藤展安／画 福島正実／案 



【未来人大喜利】※100 年先の未来人になってひとこと 
 

そうそう！ 

昔々、令和のころは 

＿＿＿＿＿＿が＿＿＿＿＿だったけれど、 

100 年後の今では、＿＿＿＿＿＿になっているよ。 

 

 

 

今ある課題を解決するのが、今の知識や科学だけとは限りません。自由な発想「できない

を考えない」をベースに、未来人の視点で運行方法を語ってみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Ａ班 

  「そうそう、昔々、令和のころは、 地域ボランティア  が  みんなを送迎し

ていた けれど、100年後の今では、 すべての車がアプリに繋がっていて、マッ

チングすればどの車でも相乗りできる ようになっているよ。」 

 

  Ｂ班 
  「そうそう、昔々、令和のころは、 移動  は  必要に迫られてだった けれ

ど、100年後の今では、 手段が自由に選択（自宅に届く、曜日は関係ない、どこ

でもドア）できるようになった から移動しなくても楽になっているよ。」 

 

  Ｃ班 

    「そうそう、昔々、令和のころは、 免許を返納した人の移動  は  公共交通

しか移動手段がなかった  けれど、100年後の今では、 免許がなくても、子供

でも高齢者でも、誰でも自動運転で移動ができる ようになっているよ。」 

  

グループワーク１で出た主な意見 

グループワーク１「未来人として運行方法を語る」 

※小道具（未来人になるｶﾁｭｰｼｬ） 



科学の進歩で都市部と
の利便性の格差が解消 

仲良く暮らす 

助け合う 

何歳になっても友達と一緒に、い
ろいろな所へお出掛けする 

気が向いたら外出できて、誰かし
らと話せる場所があって、一人で
いたい時は一人でも安心できる 

デイサービス中に、行きたい町内
のところに行くことができる 

一人暮らしでも寂しくない毎日 

み ん な が ニ コ ニ コ
している地域 

 

どうやって川根でこの 10 年間を幸せに暮らしていくか？【なりたい姿】 

⇒そのためにできることは何か？【そのための一歩（未来人からのアドバイス）】 

未来的な発想で「これからの川根」をグループで話し合いました。 

 

Ａ班 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ班 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

グループワーク２の発表 

グループワーク２「ＫＡＷＡＮＥで暮らす」 

沢山の人が移動しやす
くて遊びに来ていて楽
しく過ごせる場所にな
っている 

若い人が移
住してきて
人口が増え
ている 

ローカ
ル文化
の価値
がある 

まつりを含めた地域
文化をなくさない 

時代に合った楽しい面白
いことをやっていこう 

楽しいこと守るべきもの
（記録する） 

地域文化を残す・繋ぐ 

自給自足の価値が上がる 

川根特区の設定 
物・たのしみなどのため
規制の撤廃（農地、空き
家、宿泊施設） 

空家の整備 

耕作放棄地を増やさない 

官民が参画した共同体の
受け皿づくりスタート 

地域の環境を守る 

今 あ る も の
を 貴 重 な 資
源とする 

失 っ て 初 め
て そ の 大 切
さに気付く。 
歴史になる。 
だ か ら 大 切
にして残す。 

資源 

移住者が増える 

なりたい姿 

そのための一歩 

地域が残るよう
に健康で暮らす 

周囲とコミュニケーションをとる 

知り合いを作る 

他の地域の取組を調べてみる 

いつか助けてもらう時が来るか
ら、普段から助け合いをする 

コミュニティ・人間関係 

花や緑に囲まれ
て生活したい 

でっかい農園でいろい
ろな人達と野菜をつく
る毎日 

身 近 な 場 所 か ら
草取りをする 

地域の交流 

どこでもドアができて、川
根にたくさんの人が来て
くれる 

知らない人と話すのが
好き 

お茶の勉強をする 

お茶 

誰もが運転し
やすい街にす
る 

交通ルール
を守る 

交通 

なりたい姿 

そのための一歩 

美味しいお茶が淹れら
れるように練習する 
（川根大福も美味しい） 

いろいろな制度を調べる 

ご近所つきあいを大切にする 

知り合いと仲良くする 

川根の介護サービス 
仲間を探す 

居場所を作る 

花を植え、育てる 



趣味の時間を作る 

みんなで支えあう仲良しな地域 

自分の周りにいる人と笑顔で
仲良く暮らす（家族・友人・
近所） 

みんなで支
えあう仲良
しな地域 

Ｃ班 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今回のワークショップでは「未来人からのアドバイス⇒未来的発想」と

いう新しい考え方を取り入れて、これからも川根で幸せに暮らしていく

ために、今から(これから)どうしていったら良いかということについて、

皆で話し合い、地域の繋がり(コミュニティ)の大切さを再確認しました。 

次回は、この気づきを踏まえ、今後の新しい移動手段の実現に向けて具

体的な取組の内容を考えていきます。 

次回のワークショップについて 

地域の皆が健康
でいられる 

皆で健康で
⾧生き川根 

いろいろな準備 
・大型冷蔵庫 
・冷凍庫 
・自家菜園 
・果樹園 

 

自給自足の暮らし 

今ある自然を
大切にする 

年寄りを大切にする 

現状を把握
し、地域・
住民がどん
な状況なの
か分かる 

情報 

なりたい姿 

そのための一歩 

地域の人と、体操や
ウォーキングをする 

地域の活動に積極的に参加 

コミュニティ組織の充実 

コミュニティ 

自然 

定期的に買い物 

同じ趣味の仲間を作る 

趣味などの集まる会を知る 
そうした会に参加する 

コミュニティで仲間と
活動する 

情報収集や各
戸アンケート
などを行う 

LINE など、
連絡を取り合
える仕組みを
作る 

自給自足 

健康 


